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現
在
行
わ
れ
て
い
る
市
議
会
に
、
「
ふ

る
さ
と
納
税
」
に
か
か
わ
る
補
正
予
算
が

提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。
寄
付
額
が
当
初
よ

り
増
え
た
た
め
、
返
礼
品
事
業
費
が
不
足

す
る
の
で
寄
付
金
を
7
千
8
0
0
万
円
、

返
礼
品
事
業
費
を
3
千
6
0
0
万
円
増
額

補
正
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

一
見
、
船
橋
市
の
収
入
増
に
見
え
ま
す

が
、
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
に
よ
る
住
民
税

控
除
の
税
収
減
で
、
2
0
1
5
年
度
の
船

橋
市
の
収
支
は
、
3
億
5
千
万
円
の
「
赤

字
」
と
な
っ
て
い
ま
す
（
表
参
照
）
。
国

は
地
方
交
付
税
で
75
％
は
補
て
ん
す
る
と

し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
7
千
万
円
以

上
の
損
失
で
す
。

　

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
制
度
と
は
自
分
で

選
ん
だ
自
治
体
に
寄
付
（
ふ
る
さ
と
応
援

寄
付
金
）
を
す
る
と
、
寄
付
金
の
う
ち
2

千
円
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
（
一
定
の

上
限
ま
で
）
所
得
税
と
個
人
住
民
税
が
控

除
さ
れ
る
も
の
で
す
。
2
0
1
5
年
度
か

ら
年
間
5
自
治
体
ま
で
の
寄
附
で
あ
れ
ば

確
定
申
告
が
不
要
の
制
度
に
な
り
、
住
民

税
の
控
除
額
の
上
限
も
、
税
額
の
1
割
程

度
か
ら
2
割
程
度
に
ま
で
拡
大
し
て
い
ま

す
。
控
除
額
が
多
い
高
額
納
税
者
ほ
ど
恩

恵
が
大
き
く
、
実
質
2
千
円
の
負
担
で
よ

り
多
額
の
返
礼
品
が
得
ら
れ
ま
す
。
寄
付

の
あ
り
方
と
し
て
も
税
制
と
し
て
も
疑
問

で
す
。

　

こ
の
制
度
は
「
地
方
間
格
差
の
是
正
の

た
め
」
2
0
0
8
年
に
創
設
さ
れ
ま
し
た

が
、
実
態
は
自
治
体
に
返
礼
品
競
争
を
さ

せ
、
疲
弊
さ
せ
る
ば
か
り
で
す
。
格
差
是

正
ど
こ
ろ
か
一
部
を
除
け
ば
、
自
治
体
の

収
支
は
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
を
ま
ね
き
か
ね
ま
せ
ん
。

　

本
来
財
政
力
の
小
さ
な
自
治
体
支
援
は

国
が
行
う
べ
き
仕
事
で
す
。

　

税
制
の
基
本
を
ゆ
が
め
る
「
ふ
る
さ
と

納
税
」
制
度
は
見
直
す
べ
き
で
す
。

船
橋
市
の
収
支
は
3
億
5
千
万
円
の
赤
字

船
橋
市
の
収
支
は
3
億
5
千
万
円
の
赤
字

「
ふ
る
さ
と
納
税
」

「
ふ
る
さ
と
納
税
」

2015年度船橋市のふるさと納税による収支

ふるさと納税

（ふるさと寄付金）事業

寄付に対する税控除額

（減収分）

ふるさと納税と税控除額の差

交付税の見込み額

交付税参入を見込んだ場合

税控除額の75％

寄付金収入

返礼品等事業費支出

事業収支

控除を受けるのは

2016年度

29,845

10,336

19,509

372,350

▲352,841

279,263

▲73,579

（千円）
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国
・
県
道
の
整
備
や
県
管
理
の
河

川
の
整
備
、
流
域
対
策
な
ど
を
担
当

し
て
い
る
の
が
、
千
葉
県
葛
南
土
木

事
務
所
で
す
。
8
月
31
日
、
丸
山
県

議
と
日
本
共
産
党
船
橋
市
議
団
は
、

今
年
度
予
定
さ
れ
て
い
る
市
内
の
県

事
業
に
つ
い
て
聞
き
取
り
を
し
ま
し

た
（
表
1
参
照
）
。

　

国
・
県
道
の
整
備
は
、
「
全
体
的

な
計
画
は
な
く
危
険
な
と
こ
ろ
か
ら

手
を
つ
け
る
」
や
り
方
で
、
道
路
整

備
で
は
9
箇
所
の
歩
道
・
交
差
点
改

良
事
業
等
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

用
地
買
収
の
み
の
と
こ
ろ
が
半
数
あ

り
、
ご
く
わ
ず
か
な
進
捗
と
な
っ
て

い
ま
す
。
予
算
を
増
や
し
、
安
全
確

保
の
た
め
の
事
業
を
強
化
推
進
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
水
害
対
策
は
市
民
の
切
実

な
要
望
で
す
が
、
川
本
体
の
流
量
を

増
や
す
整
備
と
と
も
に
、
雨
水
が
流

す
す
ま
な
い
国
道
・
県
道
の
安
全
対
策

す
す
ま
な
い
国
道
・
県
道
の
安
全
対
策

今
年
度
の
市
内
県
土
木
事
業

今
年
度
の
市
内
県
土
木
事
業
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県立高校雨水貯留施設の設置状況

平成28年度葛南土木事務所　主要事業箇所（表１）

（表2）

貯留方式

校庭・地下

校庭

地下

校庭

校庭・地下

地下

校庭/今年度工事

貯留量 

1,340㎥
1,420㎥

940㎥
1,020㎥
1,735㎥

920㎥
940㎥

　 高校名

薬園台

船橋二和

船橋芝山

船橋夏見特別支援学校

船橋東

船橋啓明

船橋古和釜

流　域

印旛沼

夏見小室線

船橋我孫子線

船橋我孫子線

船橋我孫子線
道
　
路

河
　
川

公
園

北本町

馬込町

東船橋3丁目

馬込町

用地買収、歩道整備

用地買収（交差点改良）

交差点改良

歩道工事

れ
込
む
流
域
の
浸
透
・
貯
留
施
設
を

増
や
し
て
い
く
こ
と
が
課
題
で
す
。

県
は
、
こ
の
流
域
対
策
と
し
て
、
県

立
高
校
の
敷
地
内
に
雨
水
貯
留
施
設

の
設
置
を
す
す
め
て
い
ま
す
（
表
2

参
照
）
。
さ
ら
に
全
校
へ
の
設
置
、

貯
留
量
を
増
や
す
こ
と
、
ま
た
、
県

市川印西線

（木下街道）
上山町 用地買収（歩道整備）

国道14号

船橋松戸線

松戸原木線

海老川

海老川

飯山満川

桑納川

船橋古和釜高校

船橋競馬場駅前

上山～柏井

西船橋

東町

湊町

飯山満町

坪井町

古和釜町

駅直結の歩道橋　用地買収

用地買収（街路事業）

用地買収（街路事業）

地下水位観測　用地買収

海老川排水機場　除塵機整備

橋梁設計

国道296号

（成田街道）
前原東 用地買収（交差点改良）

行田公園 行田2丁目 歩道橋塗装

護岸工事、飯山満川2号

調節池遮水工事

船橋古和釜高校

雨水貯留施設工事

と
市
の
連
携
を
強
め
て
、
河
川
整

備
・
流
域
対
策
を
推
進
す
る
よ
う
求

め
て
い
き
ま
す
。

海老川
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